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為
取
引
に
お
け
る
動
産
の
譲
渡
担
保
権
の
利
用𠮷

岡

伸

一

一
、
は
じ
め
に

　

外
国
為
替
取
引
の
関
係
で
、
動
産
の
譲
渡
担
保
権
が
問
題
と
な
っ
た
最
二
小
決
平
成
二
九
年
五
月
一
〇
日
（
民
集
七
一
巻
五
号
七
八

九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
四
〇
号
一
一
二
頁
、
判
例
時
報
二
三
四
七
号
八
六
頁
、
金
融
法
務
事
情
二
〇
七
五
号
六
四
頁
、
金
融
・
商

事
判
例
一
五
一
八
号
八
頁
、
同
一
五
二
五
号
八
頁
。
以
下
、「
最
決
平
成
二
九
年
」
と
い
う
。）
が
、
今
般
、
公
表
さ
れ
た
。
外
国
為
替

取
引
の
関
係
で
、
動
産
の
譲
渡
担
保
権
が
問
題
と
な
っ
た
先
行
判
例
と
し
て
、
最
二
小
決
平
成
一
一
年
五
月
一
七
日
（
民
集
五
三
巻
五

号
八
六
三
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
〇
三
号
一
五
五
頁
、
判
例
時
報
一
六
七
七
号
四
五
頁
、
金
融
法
務
事
情
一
五
五
五
号
四
八
頁
、
金

融
・
商
事
判
例
一
〇
七
一
号
一
七
頁
。
以
下
、「
最
決
平
成
一
一
年
」
と
い
う
。）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
判
例
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
外
国
為
替
取
引
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
最
初
に
外
国

為
替
取
引
に
つ
い
て
、
一
連
の
流
れ
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
関
連
す
る
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二
、
国
際
間
の
売
買
取
引
と
輸
入
金
融
取
引
に
つ
い
て

１
．
信
用
状
の
意
義

　

国
内
に
お
い
て
売
買
取
引
を
す
る
場
合
は
、
対
象
商
品
の
内
容
、
種
類
、
数
量
が
決
ま
り
、
受
渡
場
所
と
売
買
代
金
の
支
払
日
が
決

ま
れ
ば
、
当
事
者
双
方
が
履
行
場
所
に
行
き
、
売
買
代
金
と
引
き
替
え
に
商
品
を
受
け
取
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
る
取
引

の
場
合
は
、
船
や
航
空
機
等
で
遠
隔
地
に
運
ぶ
こ
と
が
多
い
（
特
に
、
日
本
で
は
、
陸
路
で
物
を
国
外
へ
運
ぶ
、
あ
る
い
は
、
国
外
か

ら
物
を
運
び
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
）。
そ
の
場
合
、
買
主
が
売
買
代
金
を
先
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
商
品
を
引
き
渡
さ
な
い
と
す
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
買
主
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
、
つ
ま
り
、
売
主
が
商
品
を
確
実
に
引
き
渡
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
の

リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
他
方
、
商
品
が
つ
か
な
け
れ
ば
売
買
代
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
に
す
る
と
、
売
主
サ
イ
ド
の
リ
ス

ク
が
大
き
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る
だ
け
商
品
の
引
渡
し
時
期
と
売
買
代
金
の
支
払
時
期
と
を
近
づ
け
る
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
、
国
際
間
の
取
引
は
、
相
手
方
の
信
用
情
報
が
国
内
に
比
べ
て
十
分
に
入
手
で
き
な
い
し
、
相
手
方
と
の
交
渉
も
国
内
に
お
け

る
ほ
ど
頻
繁
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
輸
出
業
者
が
確
実
に
商
品
代
金
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
、
外
国
為

替
銀
行
、
信
用
状
（Letter of Credit

、
略
称
Ｌ
／
Ｃ
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
商
習
慣
と
い
え
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
る
。

　
『
信
用
状
』
と
は
、
輸
入
業
者
（
買
主
）
の
委
託
を
受
け
た
外
国
為
替
銀
行
が
、
輸
出
業
者
（
売
主
）
に
対
し
て
、
荷
為
替
手
形
が
呈

示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
自
ら
支
払
う
こ
と
ま
た
は
支
払
い
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
確
約
す
る
書
面
の
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
信
用
状
は
、

輸
入
業
者
の
国
内
に
あ
る
外
国
為
替
銀
行
が
、
輸
出
業
者
の
国
内
に
あ
る
外
国
為
替
銀
行
に
対
し
て
発
信
す
る
書
類
で
、
双
方
の
外
国

為
替
銀
行
間
に
コ
ル
レ
ス
（Correspondent

）
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
コ
ル
レ
ス
契
約
と
は
、
あ
る
銀
行

が
他
の
銀
行
と
の
資
金
の
仕
向
・
被
仕
向
の
為
替
取
引
を
行
う
場
合
に
、
予
め
諸
条
件
を
取
り
決
め
る
「
銀
行
相
互
間
の
為
替
取
引
契
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約
」
の
こ
と
を
い
う
。

２
．
信
用
状
を
使
っ
た
輸
入
取
引
の
仕
組
み

　

輸
入
取
引
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
取
引
が
あ
る
が
、
一
般
的
、
標
準
的
と
思
わ
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
説
明
し
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。
た
と
え
ば
、
輸
入
業
者
Ａ
と
輸
出
業
者
Ｂ
と
が
商
品
を
売
買
す
る
ケ
ー
ス
で
こ
れ
を
説
明
し
て
み
よ
う
と
思
う
（
別
紙
図
１

参
照
）。

⑴　

輸
入
業
者
Ａ
と
輸
出
業
者
Ｂ
と
の
間
で
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
商
品
の
種
類
、
数
量
、
売
買
代
金
な
ど
が
決
定
さ

れ
る
。［
別
紙
図
１
①
］

⑵　

Ａ
は
、
外
国
為
替
銀
行
Ｃ
と
の
間
で
、
信
用
状
取
引
に
つ
い
て
の
基
本
約
定
を
締
結
し
、
同
取
引
に
よ
っ
て
負
担
す
る
債
務
を
担

保
す
る
た
め
、
Ｃ
銀
行
に
対
し
て
、
輸
入
商
品
等
に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
す
る
旨
の
包
括
的
な
合
意
を
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
上
記

⑴
で
契
約
し
た
商
品
を
輸
入
す
る
た
め
に
、
Ａ
は
、
Ｃ
銀
行
に
対
し
て
、
信
用
状
の
発
行
を
依
頼
す
る
。

　

Ｃ
銀
行
は
、
そ
の
依
頼
に
基
づ
き
、
信
用
状
を
発
行
す
る
。
他
方
、
Ｂ
は
、
Ｃ
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
契
約
の
あ
る
外
国
為
替
銀
行
Ｄ

か
ら
、
信
用
状
が
発
行
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
る
（
Ｂ
と
Ｄ
銀
行
は
す
で
に
取
引
関
係
に
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
）。［
別

紙
図
１
②
～
④
］

⑶　

信
用
状
が
発
行
さ
れ
れ
ば
、
Ｂ
が
当
該
商
品
を
輸
出
し
た
際
に
は
、
Ｃ
銀
行
が
必
ず
支
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

Ｂ
は
安
心
し
て
当
該
商
品
を
船
積
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
商
品
の
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
船
会
社
Ｅ
は
、
船
積
書
類
を
作
成
し
、

こ
れ
を
Ｂ
に
渡
す
。［
別
紙
図
１
⑤
、
⑥
］

⑷　

Ｂ
は
、
Ａ
が
引
受
人
＝
支
払
人
に
な
る
為
替
手
形
を
作
成
し
、
船
積
書
類
を
添
付
し
て
、
Ｄ
銀
行
に
対
し
、
荷
為
替
手
形
の
買
取

り
を
依
頼
す
る
。
Ｄ
銀
行
は
、
船
積
書
類
と
信
用
状
を
突
き
合
わ
せ
、
そ
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
荷
為
替
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手
形
を
買
い
取
る
。
Ｄ
銀
行
と
し
て
は
、
信
用
状
に
記
載
さ
れ
た
商
品
が
輸
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
に
つ
き
、
Ｃ

銀
行
が
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
不
渡
り
に
な
る
心
配
の
な
い
手
形
を
買
い
取
る
こ
と
に
な
る
。［
別
紙
図
１
⑦
、
⑧
］

　
『
荷
為
替
手
形
』
と
は
、
輸
出
代
金
を
決
済
す
る
た
め
、
輸
出
業
者
（
売
主
）
が
振
り
出
す
為
替
手
形
（
輸
入
業
者
が
引
受
人
＝
支

払
人
に
な
る
手
形
）
で
、
船
に
積
み
込
ま
れ
た
商
品
（
船
積
書
類
）
と
一
緒
に
や
り
取
り
さ
れ
る
こ
と
か
ら
『
荷
為
替
』
と
呼
ば
れ

る
。

⑸　

荷
為
替
手
形
を
買
い
取
っ
た
Ｄ
銀
行
は
、
こ
れ
を
船
積
書
類
と
共
に
、
Ｃ
銀
行
に
送
付
す
る
。
受
け
取
っ
た
Ｃ
銀
行
は
、
Ａ
に
対

し
、
上
記
荷
為
替
手
形
の
支
払
い
を
呈
示
す
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
Ａ
が
手
形
代
わ
り
金
を
Ｃ
銀
行
に
対
し
て
支
払
え
ば
、
Ｃ
銀
行

は
船
積
書
類
を
Ａ
に
引
渡
す
。
と
同
時
に
、
Ｃ
銀
行
は
直
ち
に
、
こ
れ
を
Ｄ
銀
行
に
対
し
て
支
払
う
。
こ
の
場
合
は
、
こ
れ
で
完
結

す
る
。［
別
紙
図
１
⑨
～
⑬
］

　

船
積
書
類
を
受
け
取
っ
た
Ａ
は
、
こ
れ
を
Ｅ
に
提
示
し
て
、
船
積
み
さ
れ
た
商
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
買
主
で
あ
っ
て

も
、
Ｅ
は
船
積
書
類
の
提
示
、
引
渡
し
を
受
け
な
い
と
、
Ａ
に
は
船
積
み
し
た
商
品
を
引
き
渡
さ
な
い
慣
習
法
が
あ
る
）。［
別
紙
図
１

⑭
、
⑮
］

⑹　

し
か
し
、
Ａ
が
Ｃ
銀
行
に
直
ち
に
支
払
う
ケ
ー
ス
は
多
く
な
く
、
Ｃ
銀
行
に
対
し
て
支
払
い
を
猶
予
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の

場
合
、
Ｃ
銀
行
は
、
Ｄ
銀
行
に
対
し
て
は
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、『
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
』
と
い
う
名
の
貸
付
を
、
Ｃ

銀
行
が
Ａ
に
対
し
て
行
い
、
そ
の
代
わ
り
金
で
荷
為
替
手
形
を
決
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
借
換
え
を
行
う
の
で
あ
る
。［
別
紙

図
２
⑫
、
⑬
］

　

こ
の
と
き
、
Ｃ
銀
行
は
船
積
書
類
を
Ａ
に
引
き
渡
さ
ず
に
、
担
保
と
し
て
保
有
す
る
。
と
同
時
に
、
上
記
⑵
で
設
定
さ
れ
た
譲
渡

担
保
権
は
、
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
に
引
き
継
が
れ
る
。
な
お
、
万
一
、
Ａ
が
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
Ｃ
銀
行
が
船
積
書
類
を

Ｅ
に
提
示
し
て
当
該
商
品
を
受
け
取
り
、
担
保
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
。

岡　法（67―３・４） 412

四



⑺　

そ
の
後
、
Ａ
が
、
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
期
日
ま
で
に
返
済
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
Ｃ
銀
行
に
支
払
っ
て
、
船
積
書

類
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
こ
れ
で
完
結
す
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
Ａ
は
、
当
該
商
品
の
売
買
代
金
で
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
決
済
を
考
え
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
貸
渡
し

（T
rust Receipt

。
略
し
て
、
Ｔ
／
Ｒ
）
と
い
う
与
信
が
さ
ら
に
必
要
に
な
る
。［
別
紙
図
２
⑭
、
⑮
］

　

Ｔ
／
Ｒ
と
は
、
Ａ
が
手
形
決
済
を
行
う
前
に
Ｃ
銀
行
か
ら
船
積
書
類
を
借
り
受
け
る
た
め
に
、
Ｃ
銀
行
に
提
出
す
る
保
管
証
（
正

式
に
は
、
輸
入
担
保
荷
物
保
管
証
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
提
出
と
引
換
え
に
Ｃ
銀
行
が
Ａ
に
船
積
書
類
を
引
き
渡
し
、
Ａ
に

処
分
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
も
、
上
記
⑵
で
設
定
さ
れ
た
譲
渡
担
保
権
は
、
Ｔ
／
Ｒ
に
引
き
継
が
れ
る
。

⑻　

Ｔ
／
Ｒ
で
処
分
権
限
を
与
え
ら
れ
た
Ａ
は
、
受
け
取
っ
た
当
該
商
品
を
第
三
者
に
売
却
（
転
売
）
し
て
、
そ
の
代
金
で
輸
入
ユ
ー

ザ
ン
ス
を
返
済
す
る
。
Ａ
が
Ｃ
銀
行
に
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
完
結
す
る
。［
別
紙
図
２
⑯
～
⑳
］

⑼　

し
か
し
、
最
決
平
成
一
一
年
の
事
案
は
、
Ａ
が
Ｃ
銀
行
に
返
済
す
る
前
に
破
産
宣
告
を
受
け
、
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
事
案
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
Ｃ
銀
行
が
Ａ
の
売
掛
代
金
債
権
に
対
し
て
物
上
代
位
で
差
し
押
さ
え
、
回
収
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
最
高
裁
の
事
案
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
最
決
平
成
一
一
年

１
．
事
案
の
概
要

⑴　

Ａ
株
式
会
社
は
、
Ｘ
（
銀
行
）
と
の
間
で
、
信
用
状
取
引
に
つ
い
て
の
基
本
約
定
を
締
結
し
、
同
取
引
に
よ
っ
て
負
担
す
る
債
務

を
担
保
す
る
た
め
、
Ｘ
に
対
し
輸
入
商
品
等
に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
す
る
旨
を
合
意
し
た
。
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⑵　

Ｘ
は
、
Ａ
が
本
件
商
品
を
輸
入
す
る
に
つ
い
て
信
用
状
を
発
行
し
、
平
成
九
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
同
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
、

Ａ
に
対
し
、
米
ド
ル
建
て
約
束
手
形
三
通
（
邦
貨
換
算
に
よ
る
手
形
金
額
合
計
一
〇
九
二
万
四
三
七
一
円
）
の
振
出
し
を
受
け
る
方

法
に
よ
り
、
輸
入
代
金
決
済
資
金
相
当
額
を
貸
し
付
け
た
。

⑶　

Ｘ
は
、
上
記
各
貸
付
け
を
す
る
の
に
伴
い
、
Ａ
か
ら
、
上
記
約
束
手
形
金
債
権
の
担
保
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
本
件
商
品

に
譲
渡
担
保
権
の
設
定
を
受
け
た
上
、
Ａ
に
対
し
、
本
件
商
品
の
貸
渡
し
を
行
い
、
そ
の
処
分
権
限
を
与
え
た
。

⑷　

Ａ
は
、
平
成
九
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
同
年
一
一
月
一
一
日
ま
で
の
間
に
、
Ｂ
株
式
会
社
に
対
し
、
本
件
商
品
を
売
渡
し
た
。

⑸　

Ａ
は
、
平
成
九
年
一
〇
月
三
〇
日
、
破
産
の
申
立
て
を
し
、
同
年
一
一
月
一
二
日
、
破
産
宣
告
を
受
け
、
Ｙ
が
そ
の
破
産
管
財
人

に
選
任
さ
れ
た
。
Ａ
は
、
右
破
産
の
申
立
て
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｘ
と
の
銀
行
取
引
約
定
に
基
づ
き
、
前
記
約
束
手
形
金
債
務
に

つ
い
て
期
限
の
利
益
を
失
っ
た
。

⑹　

Ｘ
は
、
平
成
九
年
一
二
月
九
日
、
前
記
約
束
手
形
金
債
権
を
被
担
保
債
権
と
し
、
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
権
の
行
使
と

し
て
、
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
本
件
商
品
の
売
買
代
金
債
権
の
差
押
え
を
申
し
立
て
た
。
大
阪
地
方
裁
判
所
は
、
同
月
一
〇
日
、
Ｘ
の
申

立
て
を
認
め
、
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
と
し
て
、
債
権
差
押
命
令
を
発
付
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｙ
が
抗
告
し
た
。

２
．
抗
告
審
決
定
の
概
要

　

抗
告
審
で
あ
る
大
阪
高
決
平
成
一
〇
年
二
月
一
〇
日
（
金
融
法
務
事
情
一
五
二
〇
号
四
九
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
〇
四
六
号
四
〇

頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
Ｙ
の
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
譲
渡
担
保
権
は
、
破
産
手
続
に
お
い
て
は
別
除
権
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
会
社
更
生
手
続
と
譲
渡
担
保
に
つ

き
最
高
裁
昭
和
三
九
年
オ
第
四
四
〇
号
同
四
一
年
四
月
二
八
日
第
一
小
法
廷
判
決
民
集
二
〇
巻
四
号
九
〇
〇
頁
参
照
）、ま
た
譲
渡
担
保
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権
者
は
、
債
務
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
担
保
目
的
物
の
売
却
に
よ
り
生
じ
た
代
金
債
権
を
差
し
押
え
て
物
上
代

位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
動
産
先
取
特
権
に
つ
き
最
高
裁
昭
和
五
六
年
オ
第
九
二
七
号
同
五
九
年
二
月

二
日
第
一
小
法
廷
判
決
民
集
三
八
巻
三
号
四
三
一
頁
参
照
）。

　

Ｙ
は
、
譲
渡
担
保
設
定
契
約
に
お
い
て
代
位
物
に
対
す
る
優
先
的
権
利
を
認
め
る
旨
の
特
約
が
な
い
以
上
、
物
上
代
位
は
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
譲
渡
担
保
権
は
目
的
物
の
交
換
価
値
を
支
配
す
る
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
る
旨
の
特
約
の
有

無
の
如
何
を
問
わ
ず
、
民
法
三
〇
四
条
の
適
用
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｙ
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
破
産
会
社
が
担
保

目
的
物
の
処
分
を
許
さ
れ
て
お
り
、
処
分
し
た
場
合
の
売
掛
債
権
に
つ
き
Ｘ
は
譲
渡
担
保
の
予
約
を
す
る
な
ど
の
特
別
の
保
全
措
置
を

講
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
担
保
目
的
物
に
対
す
る
追
及
権
を
放
棄
し
て
い
た
も
の
と
解
す
べ
き
旨
主
張
す
る
が
、
Ｙ
主
張
の
事

情
だ
け
で
は
、
直
ち
に
Ｘ
が
担
保
目
的
物
に
対
す
る
追
及
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
更
に
、
Ｙ
は
、
譲
渡
担
保

権
に
物
上
代
位
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
も
と
も
と
公
示
を
必
要
と
し
な
い
先
取
特
権
と
異
な
り
譲
渡
担
保
の
場
合
に
は
、
一
般
債

権
者
の
差
押
え
と
同
視
す
べ
き
破
産
宣
告
に
よ
り
物
上
代
位
の
行
使
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
理
由
・

根
拠
も
認
め
難
い
。」

　

そ
こ
で
、
Ｙ
が
許
可
抗
告
を
申
し
立
て
た
。

３
．
抗
告
理
由

⑴　

譲
渡
担
保
権
は
、
あ
く
ま
で
所
有
権
を
取
得
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
実
質
的
に
担
保
で
あ
る
と
し
て

も
、
当
事
者
の
採
っ
た
法
形
式
以
上
の
権
利
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。
譲
渡
担
保
権
に
物
上
代
位
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
担
保

権
者
に
所
有
権
以
上
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
適
当
で
は
な
い
。

⑵　

譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
担
保
目
的
物
を
任
意
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
譲
渡
担
保
権
者
は
、
そ
の
代
金
に
つ
い
て
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優
先
的
な
権
利
を
有
し
な
い
。
譲
渡
担
保
権
者
が
売
却
代
金
に
つ
い
て
優
先
的
な
権
利
を
取
得
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
特
約
で
担
保

目
的
物
の
対
価
に
つ
い
て
追
及
力
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
担
保
目
的
物
の
売
却
代
金
に
つ
い
て
譲
渡
担
保
権
の
設
定
を
予
約

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
執
ら
れ
て
い
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
譲
渡
担
保
権
に
物
上
代
位
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い

⑶　

譲
渡
担
保
権
に
つ
い
て
、
物
上
代
位
を
認
め
た
判
例
は
な
い
。
前
掲
最
一
小
判
昭
和
四
一
年
四
月
二
八
日
は
、
会
社
更
生
手
続
に

お
い
て
譲
渡
担
保
権
者
に
所
有
権
の
主
張
を
許
す
の
は
相
当
で
は
な
い
と
の
価
値
判
断
の
下
に
、
譲
渡
担
保
権
を
更
生
担
保
権
に
準

じ
て
扱
う
こ
と
と
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
か
え
っ
て
、
判
例
は
、
一
般
債
権
者
が
担
保
目
的
物
を
差
し
押
さ
え
た
場
合
、
譲
渡
担

保
権
者
は
第
三
者
異
議
の
訴
え
に
よ
り
右
強
制
執
行
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
譲
渡
担
保
権
を
担
保
権
と
構
成
す

る
こ
と
は
、
右
判
例
と
矛
盾
す
る
。

⑷　

動
産
先
取
特
権
は
、
執
行
の
た
め
に
民
事
執
行
法
一
九
〇
条
所
定
の
要
件
を
具
備
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
目
的
物
が
買
主
の
占
有

下
に
あ
っ
て
執
行
に
困
難
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
価
値
変
動
物
に
対
し
て
物
上
代
位
を
認
め
る
実
益
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
動

産
譲
渡
担
保
権
に
つ
い
て
は
、
私
的
実
行
の
前
提
と
し
て
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
が
可
能
で
あ
り
、
同
法
一
六
九
条
の
執
行
手

続
に
は
さ
ほ
ど
の
困
難
を
伴
わ
な
い
か
ら
、
物
上
代
位
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。

⑸　

前
掲
最
一
小
判
昭
和
五
九
年
二
月
二
日
は
、
公
示
を
必
要
と
し
な
い
法
定
担
保
物
権
で
あ
る
動
産
先
取
特
権
に
つ
い
て
の
判
例
で

あ
り
、
そ
の
射
程
は
、
公
示
を
必
要
と
す
る
約
定
担
保
物
権
に
は
及
ば
な
い
。
約
定
担
保
物
権
、
特
に
占
有
改
定
と
い
う
不
十
分
な

公
示
方
法
に
よ
る
動
産
譲
渡
担
保
権
に
つ
い
て
は
、
他
の
債
権
者
に
先
ん
じ
て
価
値
変
動
物
を
差
し
押
さ
え
、
自
ら
の
優
先
的
地
位

を
公
示
し
て
初
め
て
、
物
上
代
位
権
を
行
使
し
得
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
譲
渡
担
保
権
に
つ
き
物
上
代
位
が

認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
一
般
債
権
者
の
差
押
え
と
同
視
さ
れ
る
べ
き
破
産
宣
告
の
後
に
は
、
物
上
代
位
権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
な

い
。

岡　法（67―３・４） 416

八



４
．
本
決
定
の
概
要

　

最
決
平
成
一
一
年
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
右
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
信
用
状
発
行
銀
行
で
あ
る
Ｘ
は
、
輸
入
商
品
に
対
す
る
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物

上
代
位
権
の
行
使
と
し
て
、
転
売
さ
れ
た
輸
入
商
品
の
売
買
代
金
債
権
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
債
務
者
で
あ
る

Ａ
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
後
に
右
差
押
え
が
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
れ
と

同
旨
の
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
決
定
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。」

　

本
決
定
の
最
高
裁
調
査
官
解
説
に
よ
る
と
、
本
件
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
で
き
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、［
１
］
特
定

動
産
を
目
的
と
す
る
譲
渡
担
保
で
あ
る
こ
と
、［
２
］
譲
渡
担
保
の
目
的
物
と
債
権
と
の
間
に
相
当
程
度
の
牽
連
性
が
存
在
す
る
こ
と
、

［
３
］
被
担
保
債
権
に
つ
い
て
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
、［
４
］
貸
渡
し
（
Ｔ
／
Ｒ
）
に
よ
り
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
譲
渡
担
保

の
目
的
物
に
つ
い
て
処
分
権
限
を
有
す
る
結
果
、
第
三
者
が
目
的
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
担
保
権
者
は
追
及
権
を
有
し
な
い
こ
と
、

で
あ
る
と
事
例
的
な
事
案
に
お
け
る
判
断
で
あ
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
（
河
邊
義
典
「
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
一
年
度
」

四
六
二
頁
以
下
）。

５
．
譲
渡
担
保
権
の
法
的
性
質
論

⑴　

学　

説

　

譲
渡
担
保
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
権
利
移
転
と
い
う
法
形
式
に
重
き
を
お
く
か
、
債
権
担
保
と
い
う
経
済
的
実
質
を
重
視
す

る
か
に
よ
っ
て
、
見
解
が
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
。
担
保
権
的
構
成
を
採
る
学
説
も
、
大
き
く
分
け
て
、
①
一
応
目
的
物
の
所
有
権
が

外為取引における動産の譲渡担保権の利用417
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譲
渡
担
保
権
者
に
移
転
す
る
こ
と
を
認
め
る
見
解
と
、
②
所
有
権
は
移
転
せ
ず
、
譲
渡
担
保
権
者
は
た
だ
目
的
物
の
担
保
権
を
取
得
す

る
に
と
ど
ま
る
と
す
る
見
解
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
（
米
倉
明
「
譲
渡
担
保
の
法
的
構
成
」『
担
保
法
の
研
究
』
五
七
頁
以
下
参

照
）。
今
日
で
は
、
所
有
権
的
構
成
説
に
立
つ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
学
説
に
お
い
て
は
、
担
保
権
的
構
成
説
が
ほ
ぼ
確
立
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
担
保
権
的
構
成
説
の
中
で
い
ず
れ
が
有
力
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
る
（
前
掲
・
河
邊
四
四
四
頁
以
下
）。

⑵　

判　

例

　

こ
れ
ま
で
現
れ
た
判
例
か
ら
見
る
限
り
、
最
高
裁
判
例
は
、
基
本
的
に
、
譲
渡
担
保
権
に
「
所
有
権
移
転
」
と
い
う
法
形
式
に
即
し

た
法
律
効
果
を
与
え
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
①
い
わ
ゆ
る
丸
取
り
を
禁
止
し
て
、
譲
渡
担
保
権
者
が
確
定
的
に
所
有
権
を
取
得
す

る
に
は
清
算
手
続
を
要
す
る
も
の
と
し
、
②
ま
た
、
換
価
処
分
の
完
結
ま
で
は
、
被
担
保
債
務
を
消
滅
さ
せ
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が

所
有
権
ま
た
は
設
定
契
約
に
基
づ
き
目
的
物
を
受
け
戻
す
こ
と
を
認
め
、
③
さ
ら
に
、
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
譲
渡
担
保
権
者
が
所

有
権
に
基
づ
い
て
目
的
物
の
取
戻
し
を
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
担
保
権
の
限
度
で
処
遇
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
譲
渡
担
保
権
者
の

所
有
権
に
基
づ
く
権
利
主
張
を
制
限
す
る
手
段
と
し
て
担
保
権
的
側
面
を
考
慮
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
・
河
邊
四

四
九
頁
）。

６
．
小　

括

⑴　

動
産
の
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
は
認
め
ら
れ
る
か
？

　

本
決
定
で
は
、制
限
的
事
案
の
下
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
最
初
の
最
高
裁
決
定
で
あ
っ
た
た
め
、事
例
判
決
的
な
扱
い
と
な
っ

た
が
、
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
た
外
国
為
替
取
引
は
日
々
大
量
に
行
わ
れ
て
お
り
、「
事
例
判
決
」
と
い
え
ど
も
矮
小
化
し
た
評
価
を
す
べ

き
で
は
な
い
。
確
か
に
、
動
産
の
譲
渡
担
保
権
に
つ
き
一
般
に
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
外
国
為
替

取
引
で
は
大
量
に
こ
の
仕
組
み
を
使
い
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
最
一
小
判
平
成
二
二
年
一
二
月
二
日
（
民
集
六
四
巻
八
号
一
九
九
〇
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
三
九
号
五
二
頁
、
判
例
時

報
二
一
〇
二
号
八
頁
、
金
融
法
務
事
情
一
九
一
七
号
一
〇
二
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
三
六
二
号
二
五
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

集
合
動
産
に
つ
い
て
も
譲
渡
担
保
権
に
よ
る
物
上
代
位
権
の
行
使
を
認
め
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
構
成
部
分
の
変
動
す
る
集
合
動
産
を

目
的
と
す
る
集
合
物
譲
渡
担
保
権
は
、譲
渡
担
保
権
者
に
お
い
て
譲
渡
担
保
の
目
的
で
あ
る
集
合
動
産
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
動
産（
以

下
「
目
的
動
産
」
と
い
う
。）
の
価
値
を
担
保
と
し
て
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
効
力
は
、
目
的
動
産
が
滅
失
し
た
場
合
に
そ

の
損
害
を
て
ん
補
す
る
た
め
に
譲
渡
担
保
権
設
定
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
損
害
保
険
金
に
係
る
請
求
権
に
及
ぶ
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
構
成
部
分
の
変
動
す
る
集
合
動
産
を
目
的
と
す
る
集
合
物
譲
渡
担
保
契
約
は
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
目
的
動

産
を
販
売
し
て
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
通
常
の
営
業
を
継
続
し
て
い
る
場

合
に
は
、
目
的
動
産
の
滅
失
に
よ
り
上
記
請
求
権
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
対
し
て
直
ち
に
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
が
合
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
譲
渡
担
保
権
者
が
当
該
請
求
権
に
対
し
て
物
上
代
位
権
を
行
使
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
。

　

し
た
が
っ
て
、
個
別
動
産
に
対
す
る
譲
渡
担
保
権
で
あ
れ
ば
、
外
国
為
替
関
係
だ
け
で
な
く
、
上
記
４
の
［
１
］
～
［
４
］
の
よ
う

な
要
件
を
満
た
せ
ば
物
上
代
位
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

動
産
の
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
は
、
債
務
者
に
つ
き
破
産
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
後
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
？

　

前
掲
最
一
小
判
昭
和
五
九
年
二
月
二
日
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
先
取
特
権
者
は
、
債
務
者
が
破
産
宣
告
を
受
け
た
後
に
お
い
て

も
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
譲
渡
担
保
権
も
担
保
権
の
性
質
を
有
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
否
定
す
る

理
由
は
な
い
。
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す
な
わ
ち
、「
民
法
三
〇
四
条
一
項
但
書
に
お
い
て
、先
取
特
権
者
が
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
金
銭
そ
の
他
の
払
渡
又
は

引
渡
前
に
差
押
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
趣
旨
は
、
先
取
特
権
者
の
す
る
右
差
押
に
よ
っ
て
、
第
三
債
務
者

が
金
銭
そ
の
他
の
目
的
物
を
債
務
者
に
払
渡
し
又
は
引
渡
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
他
方
、
債
務
者
が
第
三
債
務
者
か
ら
債
権
を
取
立
て

又
は
こ
れ
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
結
果
、
物
上
代
位
の
対
象
で
あ
る
債
権
の
特
定
性
が
保
持
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

物
上
代
位
権
の
効
力
を
保
全
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
他
面
第
三
者
が
不
測
の
損
害
を
被
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
か

ら
、
第
三
債
務
者
に
よ
る
弁
済
又
は
債
務
者
に
よ
る
債
権
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
の
場
合
と
は
異
な
り
、
単
に
一
般
債
権
者
が
債
務
者
に

対
す
る
債
務
名
義
を
も
つ
て
目
的
債
権
に
つ
き
差
押
命
令
を
取
得
し
た
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
り
も
は
や
先
取
特
権
者
が

物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
と
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
債
務
者
が
破
産
宣
告
決
定
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
効
果
の
実
質
的
内
容
は
、
破
産
者
の
所
有
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
能
が
剥
奪
さ
れ
て
破
産
管
財

人
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
破
産
債
権
者
に
よ
る
個
別
的
な
権
利
行
使
を
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、

こ
れ
に
よ
り
破
産
者
の
財
産
の
所
有
権
が
破
産
財
団
又
は
破
産
管
財
人
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
前
記
一

般
債
権
者
に
よ
る
差
押
の
場
合
と
区
別
す
べ
き
積
極
的
理
由
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
先
取
特
権
者
は
、
債
務
者
が
破
産
宣
告
決
定
を

受
け
た
後
に
お
い
て
も
、
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

⑶　

本
決
定
の
実
務
上
の
意
義

　

も
し
、
本
決
定
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
金
融
機
関
と
し
て
は
、
外
国
為
替
取
引
に
つ
き
、
不
動
産
担
保
等
の
確
実
な
担
保
権
の
設

定
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
わ
が
国
の
輸
入
実
務
、
金
融
実
務
を
縮
小
し
か
ね
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
本
決
定
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
懸
念
が
な
く
な
り
、
従
来
ど
お
り
、
外
国
為
替
取
引
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
が
担
保
目
的
物
を
譲
渡
担
保
権
者
に
無
断
で
売
却
し
て
第
三
者
が
こ
れ
を
善
意
取
得
し
た
り
、
目
的
物
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が
滅
失
し
た
り
し
た
場
合
に
、
目
的
物
の
代
替
物
で
あ
る
金
銭
請
求
権
に
対
し
て
、
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

譲
渡
担
保
権
者
の
保
護
に
欠
け
、
不
公
平
な
結
果
が
生
ず
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
本
決
定
は
公
平
、
妥
当
な
決
定
と
い
え
よ
う
。

四
、
最
決
平
成
二
九
年

　

こ
の
事
案
は
、
最
決
平
成
一
一
年
の
事
案
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
海
運
貨
物
取
扱
業
者
が
絡
む
も
の
で
あ
る
。
図
２
で
説
明
す
る
と
、

輸
入
業
者
Ａ
か
ら
委
託
を
受
け
て
船
会
社
Ｅ
と
の
間
で
輸
入
貨
物
を
取
り
扱
う
こ
と
を
業
と
す
る
の
が
海
運
貨
物
取
扱
業
者
で
あ
り
、

本
事
案
で
は
、
輸
入
さ
れ
た
商
品
が
船
会
社
か
ら
海
運
貨
物
取
扱
業
者
の
下
に
納
め
ら
れ
、
Ａ
が
直
接
占
有
す
る
こ
と
が
な
い
間
に
、

Ｆ
へ
の
売
買
（
転
売
）
契
約
が
成
立
し
た
の
で
、
Ａ
が
直
接
占
有
す
る
こ
と
な
し
に
、
輸
入
商
品
を
海
運
貨
物
取
扱
業
者
か
ら
Ｆ
に
引

き
渡
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
も
、
外
国
貿
易
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
、
事
案
の
概
要
か
ら
見
て
み
た
い
。

１
．
事
案
の
概
要

⑴　

Ｙ
と
Ｘ
（
銀
行
）
は
、
平
成
二
四
年
九
月
五
日
、
銀
行
取
引
約
定
、
信
用
状
取
引
に
係
る
基
本
約
定
及
び
輸
入
担
保
荷
物
保
管
に

関
す
る
約
定
を
締
結
し
、
そ
の
中
で
、

〔
１
〕
Ｙ
が
Ｘ
か
ら
信
用
状
の
発
行
を
受
け
て
輸
入
す
る
商
品
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
信
用
状
条
件
に
従
っ
て
輸
出
業
者
の
取
引
銀
行
等
に
対

し
て
補
償
債
務
を
負
担
し
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
て
償
還
債
務
等
を
負
う
こ
と
、

〔
２
〕
Ｙ
は
、
上
記
償
還
債
務
等
を
担
保
す
る
た
め
、
Ｘ
に
対
し
上
記
の
輸
入
商
品
に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
す
る
こ
と
、

〔
３
〕
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
上
記
輸
入
商
品
の
貸
渡
し
を
行
い
、
Ｙ
に
そ
の
受
領
、
通
関
手
続
、
運
搬
及
び
処
分
等
を
行
う
権
限
を
与
え
る
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こ
と
を
合
意
し
た
。

⑵　

Ｘ
は
、
平
成
二
六
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
平
成
二
七
年
一
月
二
九
日
ま
で
の
間
に
、
Ｙ
が
本
件
商
品
を
輸
入
す
る
に
つ
い
て
信
用

状
三
通
を
発
行
し
、
同
月
二
二
日
か
ら
同
年
二
月
一
九
日
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
ら
の
信
用
状
に
基
づ
く
補
償
債
務
を
弁
済
し
て
、
Ｙ

に
対
し
、
償
還
債
務
履
行
請
求
権
等
を
取
得
し
た
。

⑶　

Ｙ
は
、
本
件
商
品
の
売
主
と
の
間
で
こ
れ
に
関
す
る
輸
入
契
約
を
締
結
し
、
本
件
商
品
は
、
同
輸
入
契
約
に
基
づ
い
て
、
船
舶
に

よ
り
中
国
か
ら
大
阪
南
港
へ
輸
送
さ
れ
、
平
成
二
七
年
一
月
五
日
か
ら
同
年
二
月
五
日
ま
で
の
間
に
、
同
港
に
到
着
し
た
。
Ｙ
は
、

そ
の
頃
、
海
運
貨
物
取
扱
業
者
（
以
下
「
海
貨
業
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
、
本
件
商
品
の
受
領
、
通
関
手
続
及
び
転
売
先
へ
の
運

搬
を
委
託
し
た
。

⑷　

Ｙ
は
、
遅
く
と
も
平
成
二
七
年
二
月
六
日
ま
で
に
、
Ｔ
株
式
会
社
又
は
そ
の
承
継
会
社
で
あ
る
第
三
債
務
者
（
以
下
、
こ
れ
ら
を

併
せ
て
「
本
件
買
主
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
本
件
商
品
の
一
部
（
以
下
「
本
件
転
売
商
品
」
と
い
う
。）
を
売
り
渡
し
た
。

⑸　

Ｙ
の
上
記
⑶
の
委
託
を
受
け
た
海
貨
業
者
は
、
平
成
二
七
年
一
月
五
日
か
ら
同
年
二
月
六
日
ま
で
の
間
に
、
本
件
商
品
を
大
阪
南

港
で
受
領
し
、
通
関
手
続
を
行
っ
た
上
で
、
自
ら
又
は
そ
の
再
委
託
を
受
け
た
運
送
業
者
に
よ
っ
て
、
本
件
転
売
商
品
を
本
件
買
主

の
指
定
先
ま
で
運
搬
し
た
。
Ｙ
は
、
本
件
商
品
を
直
接
占
有
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
輸
入
取
引
に
お
い
て
は
、
輸
入
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
海
貨
業
者
に
よ
っ
て
輸
入
商
品
の
受
領
及
び
通
関
手
続
が
行
わ

れ
、
輸
入
業
者
が
目
的
物
を
直
接
占
有
す
る
こ
と
な
く
転
売
を
行
う
こ
と
は
、
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
信
用
状
取
引
に
お
い
て

は
、
信
用
状
を
発
行
し
た
金
融
機
関
が
輸
入
商
品
に
つ
き
譲
渡
担
保
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
Ｙ
の
上
記
委
託

を
受
け
た
海
貨
業
者
に
は
、
本
件
商
品
が
信
用
状
取
引
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

⑹　

Ｙ
は
、
平
成
二
七
年
二
月
九
日
、
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
、
同
月
二
〇
日
、
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
。
Ｙ
は
、

上
記
申
立
て
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
記
⑴
の
銀
行
取
引
約
定
に
基
づ
き
、
前
記
⑵
の
償
還
債
務
履
行
請
求
権
等
に
係
る
債
務
に
つ
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い
て
期
限
の
利
益
を
失
っ
た
。

⑺　

Ｘ
は
、
平
成
二
七
年
三
月
一
一
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
前
記
⑵
の
償
還
債
務
履
行
請
求
権
等
の
う
ち
、
本
件
転
売
商
品

の
輸
入
の
た
め
に
Ｘ
が
負
担
し
た
輸
入
代
金
に
対
応
す
る
部
分
を
請
求
債
権
と
し
、
前
記
⑴
の
譲
渡
担
保
権
設
定
の
合
意
に
基
づ
き

本
件
商
品
に
設
定
さ
れ
た
譲
渡
担
保
権
（
以
下
「
本
件
譲
渡
担
保
権
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
物
上
代
位
権
の
行
使
と
し
て
、
Ｙ
の
第

三
債
務
者
に
対
す
る
本
件
転
売
商
品
の
各
売
買
代
金
債
権
（
以
下
「
本
件
転
売
代
金
債
権
」
と
い
う
。）
の
差
押
え
の
申
立
て
（
以
下

「
本
件
申
立
て
」
と
い
う
。）
を
し
た
。
大
阪
地
方
裁
判
所
は
、
同
月
二
六
日
、
本
件
申
立
て
に
基
づ
き
、
債
権
差
押
命
令
を
発
付
し

た
。

⑻　

Ｙ
は
、
本
件
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
再
生
手
続
開
始
の
時
点
で
本
件
譲
渡
担
保
権
に
つ
き

対
抗
要
件
を
具
備
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
本
件
商
品
を
直
接
占
有
し
て
い
な
い
以
上
、
Ｘ
が
Ｙ
か
ら
占
有
改
定
の
方

法
に
よ
り
本
件
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ｘ
は
対
抗
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
か
ら
、
上
記
物
上
代
位
権
を
行
使

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
上
記
⑺
の
命
令
の
取
消
し
を
求
め
る
執
行
抗
告
を
し
た
。

　

つ
ま
り
、
本
事
案
に
お
い
て
は
、
Ｘ
が
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
り
上
記
輸
入
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
た
か
否
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。

２
．
第
一
審
決
定
お
よ
び
抗
告
審
決
定
の
概
要

　

第
一
審
（
大
阪
地
決
平
成
二
七
年
七
月
九
日
金
融
法
務
事
情
二
〇
七
五
号
七
五
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
五
一
八
号
二
一
頁
）
は
、

Ｙ
は
、
海
貨
業
者
を
占
有
代
理
人
と
し
て
本
件
商
品
を
間
接
占
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
間
接
占
有
者
か
ら
は
占
有
改
定
に
よ
る

引
渡
し
は
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
Ｘ
が
本
件
譲
渡
担
保
権
に
つ
き
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
こ
と
を
認
め
ず
、
上
記
命
令
を
取
消
し
て
、

本
件
申
立
て
を
却
下
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
た
め
、
Ｘ
が
、
同
決
定
に
対
し
、
執
行
抗
告
を
し
た
。

　

抗
告
審
で
あ
る
大
阪
高
決
平
成
二
八
年
三
月
三
〇
日
（
金
融
法
務
事
情
二
〇
七
五
号
六
九
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
五
一
八
号
一
六
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頁
）
は
、
Ｘ
が
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
り
本
件
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
し
て
、
本
件
譲
渡
担
保
権
に
つ
き
対
抗
要
件
を
具
備
し
た

こ
と
を
認
め
、
第
一
審
決
定
を
取
り
消
し
て
、
債
権
差
押
命
令
を
発
付
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

３
．
本
決
定
の
概
要

　

許
可
抗
告
審
で
あ
る
最
決
平
成
二
九
年
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
許
可
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
上
記
の
経
緯
に
よ
れ
ば
、Ｙ
は
本
件
譲
渡
担
保
権
の
目
的
物
で
あ
る
本
件
商
品
に
つ
い
て
直
接
占
有
し
た
こ
と
は
な
い

も
の
の
、
輸
入
取
引
に
お
い
て
は
、
輸
入
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
海
貨
業
者
に
よ
っ
て
輸
入
商
品
の
受
領
等
が
行
わ
れ
、
輸
入
業
者

が
目
的
物
を
直
接
占
有
す
る
こ
と
な
く
転
売
を
行
う
こ
と
は
、
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
輸
入
取
引
の
実
情
の
下
、
Ｘ
が
、
信
用
状
の
発
行
に
よ
っ
て
補
償
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
譲
渡

担
保
権
の
設
定
を
受
け
る
に
当
た
り
、
Ｙ
に
対
し
当
該
商
品
の
貸
渡
し
を
行
い
、
そ
の
受
領
、
通
関
手
続
、
運
搬
及
び
処
分
等
の
権
限

を
与
え
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｙ
の
海
貨
業
者
に
対
す
る
本
件
商
品
の
受
領
等
に
関
す
る
委
託
も
、
本
件
商
品
の
輸
入

に
つ
き
信
用
状
が
発
行
さ
れ
、
同
信
用
状
を
発
行
し
た
金
融
機
関
が
譲
渡
担
保
権
者
と
し
て
本
件
商
品
の
引
渡
し
を
占
有
改
定
の
方
法

に
よ
り
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
海
貨
業
者
は
、
上
記
の
委
託

に
基
づ
い
て
本
件
商
品
を
受
領
す
る
な
ど
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件
商
品
の
輸
入
に
つ
い
て
信
用
状
を
発
行
し
た
銀
行
で
あ
る
Ｘ
は
、
Ｙ
か
ら
占
有
改
定
の

方
法
に
よ
り
本
件
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
つ
き
再
生
手
続
が
開
始

し
た
場
合
に
お
い
て
本
件
譲
渡
担
保
権
を
別
除
権
と
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件
譲
渡
担
保
権
に

基
づ
く
物
上
代
位
権
の
行
使
と
し
て
、
本
件
転
売
代
金
債
権
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

原
審
の
判
断
は
、
以
上
と
同
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
論
引
用
の
大
審
院
判
例
は
、
事
案
を
異
に
し
、
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本
件
に
適
切
で
な
い
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

　

つ
ま
り
、
本
決
定
は
、
銀
行
で
あ
る
Ｘ
が
、
輸
入
業
者
で
あ
る
Ｙ
の
輸
入
す
る
商
品
に
関
し
て
信
用
状
を
発
行
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

Ｙ
が
負
担
す
る
償
還
債
務
等
に
係
る
債
権
の
担
保
と
し
て
当
該
商
品
に
つ
き
譲
渡
担
保
権
の
設
定
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
⑴

及
び
⑵
の
事
情
の
下
で
は
、
Ｙ
が
当
該
商
品
を
直
接
占
有
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
Ｘ
は
、
Ｙ
か
ら
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
り
当
該
商

品
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
い
え
る
。

⑴　

Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
に
お
い
て
は
、
輸
入
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
海
運
貨
物
取
扱
業
者
に
よ
っ
て
輸
入
商
品
の
受
領
等
が
行
わ
れ
、

輸
入
業
者
が
目
的
物
を
直
接
占
有
す
る
こ
と
な
く
転
売
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
輸
入
取
引
の
実
情
の
下
、
上
記
譲

渡
担
保
権
の
設
定
に
あ
た
り
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
輸
入
商
品
の
貸
渡
し
を
行
っ
て
、
そ
の
受
領
等
の
権
限
を
与
え
る
旨
の
合
意
が
さ
れ

て
い
た
。

⑵　

海
運
貨
物
取
扱
業
者
は
、
金
融
機
関
が
譲
渡
担
保
権
者
と
し
て
当
該
商
品
の
引
渡
し
を
占
有
改
定
の
方
法
に
よ
り
受
け
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
Ｙ
か
ら
当
該
商
品
の
受
領
等
の
委
託
を
受
け
、
当
該
商
品
を
受
領
す
る
な
ど
し
た
。

４
．
間
接
占
有
者
か
ら
の
占
有
改
定
に
つ
い
て

　

占
有
改
定
の
意
思
表
示
は
、
占
有
代
理
関
係
を
発
生
さ
せ
る
法
律
関
係
が
あ
れ
ば
黙
示
的
に
表
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
（
大
判
大
正

四
年
九
月
二
九
日
民
録
二
一
輯
一
五
三
二
頁
参
照
）、
動
産
譲
渡
担
保
権
設
定
契
約
後
、
債
務
者
が
引
続
き
目
的
物
を
占
有
す
る
と
き

は
、
債
権
者
は
、
契
約
成
立
と
同
時
に
占
有
の
改
定
に
よ
り
引
渡
し
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
物
の
占
有
権
を
取
得
す
る
（
最
一

小
判
昭
和
三
〇
年
六
月
二
日
民
集
九
巻
七
号
八
五
五
頁
、
判
例
時
報
五
三
号
一
五
頁
参
照
）。
し
か
し
、
譲
渡
担
保
権
設
定
者
（
債
務

者
）
が
目
的
物
を
直
接
占
有
し
て
お
ら
ず
、
代
理
人
に
よ
る
間
接
占
有
し
か
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
占
有
改
定
の
合
意
が
さ
れ
て
も
、
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譲
渡
担
保
権
者
（
債
権
者
）
が
引
渡
し
を
受
け
た
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
判
断
し
た
最
高
裁
判
例
は
見
当

た
ら
な
い
。

　

占
有
改
定
に
関
す
る
一
般
的
な
判
示
と
し
て
は
、
前
掲
大
正
四
年
判
決
が
、「
占
有
改
定
と
は
、
甲
権
利
に
基
づ
き
物
を
占
有
す
る
改

定
者
が
、
そ
の
権
利
を
本
人
に
譲
渡
す
る
と
同
時
に
そ
の
譲
渡
し
た
る
権
利
に
伝
来
す
る
乙
権
利
を
本
人
よ
り
取
得
し
、
そ
の
権
利
の

た
め
に
す
る
直
接
占
有
者
と
な
り
、
本
人
は
同
一
物
に
つ
き
返
還
請
求
権
に
基
づ
き
て
甲
権
利
の
た
め
に
す
る
間
接
占
有
権
を
取
得
す

る
場
合
を
指
す
も
の
と
す
る
」
と
述
べ
、
改
定
者
に
つ
き
「
直
接
占
有
者
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
た
。
し
か
し
、
同
判
決
の
事
案

は
、
改
定
者
が
直
接
占
有
を
し
て
い
る
事
案
で
あ
っ
て
、
間
接
占
有
者
が
占
有
改
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
最
決
平
成
二
九
年
は
、
上
記
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
外
国
と
の
輸
入
取
引
の
中
に
お
い
て
日
常
的
に
、
海
運
貨
物
取
扱
業
者

を
占
有
代
理
人
と
し
て
占
有
改
定
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、関
係
す
る
す
べ
て
の
当
事
者
が
こ
の
仕
組
み
を
理
解
し
、そ
れ
に
従
っ

て
行
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
か
つ
、
間
接
占
有
者
で
あ
る
輸
入
業
者
か
ら
の
占
有
改
定
が
合
理
性
、
妥
当
性
を
も
つ
ケ
ー
ス
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

検
討
す
る
に
、占
有
改
定
の
方
法
を
定
め
た
民
法
一
八
三
条
は
、「
代
理
人
が
自
己
の
占
有
物
を
以
後
本
人
の
た
め
に
占
有
す
る
意
思

を
表
示
し
た
と
き
」
は
、
本
人
は
こ
れ
に
よ
っ
て
占
有
権
を
取
得
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
占
有
権
は
代
理
占
有
に
よ
っ
て
も

取
得
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
民
法
一
八
一
条
）、
同
条
が
い
う
「
占
有
物
」
が
直
接
占
有
物
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
当
然
に
は
解

さ
れ
な
い
。

　

本
決
定
は
、
①
譲
渡
担
保
権
設
定
者
と
譲
渡
担
保
権
者
、
②
譲
渡
担
保
権
設
定
者
と
そ
の
委
託
を
受
け
た
海
貨
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
間

の
法
律
関
係
な
ど
を
具
体
的
に
摘
示
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
で
、
譲
渡
担
保
権
者
が
、
直
接
占
有
を
し
な
い
譲
渡
担
保
権
設

定
者
か
ら
、
占
有
改
定
に
よ
る
引
渡
し
を
受
け
た
こ
と
を
肯
定
し
た
。
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５
．
小　

括

　

思
う
に
、
貿
易
取
引
に
お
い
て
は
、
上
記
で
説
明
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
輸
入
業
者
Ａ
は
、
輸
入
決
済
代
金
が
Ｃ
銀
行
に
よ
り

支
払
わ
れ
た
時
点
で
、
当
該
商
品
の
所
有
権
を
輸
出
業
者
Ｂ
か
ら
取
得
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
船
会
社
Ｅ
を
直
接
占
有
者
と
し
て
Ｃ

銀
行
に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
当
該
商
品
の
所
有
権
を
取
得
す
る
前
か
ら
、
Ｅ
を
直
接
占
有
者
と
し
て
Ｃ
銀
行

に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
し
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
物
の
流
れ
、
及
び
慣
習
等
を
考
え
れ
ば
、

間
接
占
有
者
か
ら
の
指
図
に
よ
り
占
有
移
転
も
合
理
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

実
際
、
国
内
取
引
に
お
い
て
も
、
商
社
が
買
主
に
商
品
を
売
る
場
合
に
は
、
メ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
メ
ー
カ
ー
が
契
約
し
た
倉
庫
か
ら
、

直
接
、
買
主
（
転
売
先
）
に
輸
送
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
当
該
商
社
は
直
接
占
有
し

て
い
な
い
が
、
当
該
商
社
が
当
該
商
品
を
譲
渡
担
保
に
提
供
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
場
合
に
も
、
売
主
で
あ
る
商
社
は
、
当
該
商
品
を
直
接
占
有
す
る
こ
と
は
な
く
、
間
接
占
有
の
ま
ま
譲
渡
担
保
権
を
設
定
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
間
接
占
有
者
か
ら
の
指
図
移
転
は
、
外
国
貿
易
だ
け
で
な
く
、
国
内
取
引
に
も
有
用
で
あ
り
、
関

係
す
る
当
事
者
が
す
べ
て
そ
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
事
実
上
の
慣
習
が
あ
り
、
か
つ
、
合
理
性
、
妥
当
性
が
あ
れ

ば
、
こ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。

五
、
終
わ
り
に

　

本
件
両
事
案
は
共
に
事
例
判
決
で
あ
る
が
、
外
国
為
替
・
輸
入
取
引
に
お
い
て
は
、
関
係
当
事
者
に
よ
っ
て
長
年
を
か
け
そ
の
仕
組

み
や
慣
習
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
現
在
の
関
係
当
事
者
す
べ
て
が
、
そ
の
仕
組
み
や
慣
習
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ら
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
外
国
為
替
・
輸
入
取
引
は
日
々
大
量
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に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
件
両
事
案
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
・
慣
習
を
前
提
と
し
て
、
動
産
の
譲
渡
担
保
権
が
行
使
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
事
例
判
決
と
は
言
い
な
が
ら
、
同
種
事
例
が
日
々
大
量
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
高
裁
が
両
事
案
を
事
例
判
決
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
が
動
産
の
譲
渡
担
保
権
す
べ
て
に
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、

ま
だ
ま
だ
様
々
な
事
例
を
見
て
み
な
い
と
判
断
で
き
な
い
と
考
え
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
関
係
当
事
者
が
そ
の
仕
組
み
を
妥
当
な

も
の
と
考
え
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
分
野
に
本
件
理
論
を
広
げ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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二
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輸
入
地
の

外
国
為
替
取
扱
銀
行

輸
出
地
の

外
国
為
替
取
扱
銀
行

③
信
用
状
発
行

⑨
荷
為
替
手
形
・
船
積
書
類
送
付

⑩
手
形
代
り
金
支
払

輸
入
国

輸
出
国

輸
入
業
者

船
会
社

輸
出
業
者

船
会
社

輸
送

①
売
買
契
約

⑤商品を船積み

⑥船積書類受渡

④信用状発行通知

⑦輸出手形（荷為替

手形）買取依頼（船

積書類を添付して）

⑬船積書類引渡

⑧輸出代金支払

②信用状発行依頼

⑫輸入決済代金支払

⑪荷為替手形支払呈示

⑮船積貨物引渡

⑭船積書類呈示

外為取引における動産の譲渡担保権の利用429
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図
１
：
外
国
為
替
取
引
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
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二
二

輸
出
地
の

外
国
為
替
取
扱
銀
行

輸
入
国

輸
出
国

輸
出
業
者

船
会
社

輸
入
地
の

外
国
為
替
取
扱
銀
行

輸
入
業
者

船
会
社

⑳輸入ユーザンス決済

⑫輸入ユーザンス申込み

⑬輸入ユーザンス実行

（融資）

⑰船積貨物引渡

国
業
者

輸
入
国
業
者

⑱
売
買
契
約

⑲
輸
入
商
品
引
渡
・
代
金
支
払

⑯呈示

⑭申込み

⑮発行

図
２
：
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
お
よ
び
T/R

を
利
用
す
る
パ
タ
ー
ン
。
図
１
の
⑪
ま
で
同
じ
（
省
略
）




